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エネルギーハーベスト型センサシステム

LoRaWAN TM通信モデル かんたんマニュアル

本マニュアルは、はじめて当センサノー
ドをご使用頂くお客様に向けた、かんた
んマニュアルです。

詳細な設定方法・ご使用方法については、
付属の「LoRaWAN TMセンサノードアプ
リケーションマニュアル」をご参照くだ
さい。

なお、当センサノードは長距離無線通信
の規格、LoRaWAN TMに準拠した端末で
す。ご利用頂くためには、事前に通信事
業者などが提供するLoRaWANTMネット
ワークをご契約頂き、LoRaWAN TM通信
環境をお客様でご準備下さい。

１ センサシステムの設定準備

２ センサノードの設定確認

３ センサノードの設定変更

４ センサノードの設置

５ センシング開始・データの確認

はじめに

目次

！
当センサノードを末永く安全にお使いいただく
ため、実際にご使用になる前には、かならず各
機器の取扱説明書の冒頭の注意点をご確認くだ
さい。

ご使用になる前の注意点

1 センサシステムの設定準備

ノード設定ツールのインストール1-1

パソコン(PC)とセンサノードをUSB接続し、センサ
ノードの設定の確認、変更を行うためのソフトをPC
にインストールします。

Âインストール
setup.exeを起動し、ソフトウェア使用許諾契約
の条項に同意いただけるとインストールが開始し
ます。インストールが終了すると、デスクトップ
にショートカットが作成されます。

ノード設定ツールの起動1-2

デスクトップのショートカットをクリックし、ノー
ド設定ツールを起動します。

※ LoRaWANTM の名称は Semtech 社の商標です



センサノード設定の事前準備

センサノードとPCを接続する前に、センサノードの
電源スイッチをＯＦＦの状態で、本体のスイッチを
下記の絵の通りに設定してください。

設定済機器を導入のお客様は、変更前のスイッ
チの状態を覚えておいてください。ノード設定
ツール使用後、下記スイッチは元に戻して使用
します。

システム設定スイッチ２【SYSTEM2 】
[1] ＯＦＦ
[2] ＯＦＦ
[3] ＯＮ
[4] ＯＦＦ

動作モード切替スイッチ【MODE 】
中央 [USB]  ※屋内ノードのみ

1-3

PCとセンサノードをUSBで接続1-4

マイクロUSBケーブル

USB

2

！

※屋内ノードのみ ※屋内/屋外ノード共通

屋内センサノードは
背面蓋内に搭載

屋外センサノードは
蓋を開けた内側に搭載

センサノードの電源スイッチがＯＦＦの状態で、
USBプラグを本体に接続します。

センサノードの起動1-5

センサノードの電源スイッチをＯＮにし、数秒
待つとノード設定ツールの接続状態が「接続完
了」に表示が変わり、設定・確認の準備完了で
す。

屋内センサノード
右側面

屋外センサノード
蓋を開けた内側
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ＯＮ

ＯＮ

電源
スイッチ



2 センサノードの設定確認

①クリック

②パスワードを入力してOKをクリック

3-2項で確認したセンサノード情報を、ご準備頂い
たLoRaWAN TMネットワークに登録してださい。

※登録の仕方がわからない場合は、ご準備頂いた
LoRaWANTMネットワークのサービス事業者へ
お問い合わせください。

ノード設定ツールを設定変更が可能な特権モー
ドに切り替えます。

① 「ヘルプ(H) 」メニューの「バージョン情
報(V) 」をCtrlキーを押しながらクリックし
ます。

3

センサノードの情報を確認2-1

ノード設定ツールを以下の手順で操作します。

① 「読み込み」ボタンをクリック
② 設定用パスワードを入力してOKをクリック

※初期パスワード：「user」

※設定済機器を導入のお客様はパスワードが
変更になっている場合があります。その際は
サービス事業者へお問い合わせください。

※設定情報の保護のために、パスワードを変更
して運用ください（変更方法はアプリケー
ションマニュアルを参照）

LoRaWAN TM設定情報を確認2-2

センサノードをLoRaWANTMネットワークに登録する
ために必要な当センサノードのLoRaWANTM ID/Key
情報を確認します。

※出荷時は全ての端末が初期設定値となっているため、
機器のみを導入お客様は、3項を参考に設定を変更
してお使いください。

表示されている情報を
LoRaWANTMネットワ
ークに登録

LoRaWAN TMネットワークへセ
ンサノードを登録

2-3

3 センサノードの設定変更

センサノードのLoRaWANTM ID/Key情報や、
通信、センシング設定を変更します。

※設定済機器を導入のお客様はサービス事業者
により設定変更が制限されている場合があり
ます。何かお困りの際はサービス事業者へお
問い合わせください。

設定変更（特権）モードに移行3-1

② 特権モード移行用パスワードを入力してOKを
クリックすると特権モードに移行します

※特権モードパスワード：「admin」
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現在のセンサノードの設定情報を
読み込み

3-2

ノード設定ツールを以下の手順で操作します

① 「ノードから読み込み」を選択
② 「読み込み」ボタンをクリック
③ 設定用パスワードを入力してOKをクリック

※初期パスワード：「isp」
④ 「読み込み完了」と表示され、設定情報が表示

されます

※設定済機器を導入のお客様はパスワードが
変更され、変更が制限されている場合があ
ります。設定の変更をご希望の場合はサー
ビス事業者へお問い合わせください。

※設定情報の保護のために、パスワードを変更
して運用ください（変更方法はアプリケー
ションマニュアルを参照）

②クリック

③パスワードを入力してOKをクリック

①選択

設定変更3-3

ノード設定ツールを以下の手順で操作します

① 変更したい設定をクリック
② 変更内容をリストから選択

※一部、数値入力をする項目が有ります
※背景が灰色の項目は設定変更できません

③ 「書き込み」をクリック
④ 「書き込み完了」と表示され、設定変更が

完了しました

※ご使用になられるセンサノードの型番により、
設定すべき項目が異なります。詳細はアプリ
ケーションマニュアルをご参照ください。

①変更したい設定をクリック

②リストから選択

③クリック

設定変更完了3-4

以上で設定変更ができました。以下の手順で設定変
更を完了してください。

① センサノードの電源スイッチをＯＦＦ
② センサノードからUSBプラグを外す
③ 設定スイッチを元に戻す ※1-3項参照
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④「読み込み完了！」

④「書き込み完了！」
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4 センサノードの設置

4-1

LoRaWANTMネットワークでは、１回に送信できる
データ量は限られていますが、ご家庭用のWi-Fi機
器やBluetooth機器と比較して、はるかに長距離通
信が可能です。

ただし、設置方法によっては、長距離通信特性を十
分に発揮できない場合がありますので、以下を参考
に設置場所の選定をしてください。

ゲートウェイからの通信距離の目安

通信距離
の目安

機器間のコンディション例

5～10km 障害物が全く無い環境

2～4km
市街地や住宅地などの屋外で
比較的見通しの良い場所

～1km
市街地や住宅地などの
見通しの良くない屋外や屋内

～500m
金属の障害物が多い環境
窓のない鉄筋コンクリート造の建物内

ビルの屋上等に設置されたLoRaWANTMサービス事
業者が提供するゲートウェイとセンサノード間の通
信距離の目安を下表に示します。

エネルギーハーベスト駆動4-2

1.5 年 6年 交換不要

周囲の明るさ（平均照度）暗

0 lx 280 lx 340 lx

電池寿命

明

周囲の明るさと電池交換時期の目安
（6分間隔センシング, DR3, 出力20mW設定時）

※ 日中12時間 600lx, 夜間12時間 0lxの場合、
平均照度は300lxとなります

※ センサノードの消費電力は、周囲の電波環境
の悪化により再送通信の頻度が増え、消費電
力が大きくなる場合があります。

※ 1～10分の間でセンシング間隔が短くなると、
おおむね設定間隔に反比例して消費電力が大
きくなります。

センサノードは、搭載する太陽電池の発電を利用し
て動作する事が可能です。

※ 屋内センサノードの場合は別売りのＥＨユ
ニットが必要。ＥＨユニット無しの場合は
一次電池駆動となります。

十分に明るい環境下に設置されたセンサノードは、
発電を利用して動作しながら、発電余剰分を蓄電し
ます。夜間など周囲が暗くなった際には溜まった蓄
電を利用して継続して動作します。発電・蓄電が無
くなった場合のみ、動力源を自動でバックアップ用
一次電池に切替えます。

一次電池の交換時期と周辺環境の
照度の目安

4-3

一定以上の明るさの環境下に設置されたセンサノー
ドは、バックアップ用一次電池の交換が不要になり
ます。電池交換の目安は以下を参考にしてください。

周囲環境の照度の目安

屋内オフィス

壁面 50 ～ 300 lx

机上 200 ～ 600 lx

窓際 5,000 lx

屋外路地

日かげ 5,000 ～ 10,000 lx

日なた ～ 100,000 lx
通信環境が悪い場合
LoRaWANTMサービス事業者が提供する屋内設置用
の小型レンタルゲートウェイなどの導入による通信
エリアの拡大をご検討ください。

4-4 機器の設置場所の選定・設置

前述の通信可能距離、周囲の明るさなどを考慮し、
センサステーション、センサノードの設置場所を選
定します。
また、各機器の設置方法は、別紙「センサシステム
かんたん設置マニュアル」を参照ください

エネルギーハーベスト型センサシステム
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※６分間隔のセンシング、送信データレート
ＤＲ３設定の場合、蓄電量100%の状態か
らであれば、発電が無くても蓄電を利用し
て数日間動作します。
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5 センシング開始・データの確認

5-3 センサノードの起動

屋内センサノード
右側面

屋外センサノード
蓋を開けた内側

ＯＮ

ＯＮ

Âセンサノードの電源スイッチをＯＮにします。
LEDが点滅後、センサノードが動作を開始します。

Â電源スイッチＯＮ後、2, 3項で行った設定に
て、センシング、無線通信が開始します。

電波環境が良ければ、数分程度でLoRaWANTMネッ
トワークサービスに設定した送信先サーバ上でセン
シングデータを確認できます。

もし、しばらく待っても送信先サーバにデータが届
かない場合には、下記をお試しください。

V当マニュアルの2項の再確認
V LoRaWANTMネットワークの登録情報の再確認
Vセンサノードの設置場所の見直し

5-4 データの確認

5-5 通信状況の確認

データ通信が成功すると、LoRaWANTMゲートウェ
イがセンサノードから送信されたデータを受信した
際の電波強度が確認できます。

お使いのLoRaWANTMネットワークサービスの管理
画面、もしくは、送信先サーバ上に届いたデータに
て、受信強度 (RSSI)、信号対雑音比 (SNR)を確認
してください。

安定して通信を行うには、
受信強度 ( RSSI ) が-100dBm 以上の環境での使用
をお勧めします。

安定通信のための受信強度の目安5-6

受信強度(RSSI)が-100dBm未満の場合、センサ
ノードの設置場所調整、または小型ゲートウェイの
導入により受信強度を上げることをお勧めします。
受信強度 (RSSI)が-100dBm未満であっても、通信
失敗時の再送回数の設定により、通信ロスの低減が
期待できます。下図の目安を参照ください。

※工場出荷時の再送回数設定：最大２回

※受信強度が-100dBm未満の場合、再送発生率に
比例して消費電力が増加します。ご注意ください。

受信強度 (RSSI)

-120 dBm

弱 強

-115 dBm -100 dBm

ほぼ安定 通信良好

２回以上の再送設定推奨

通信不安定 やや不安定

エネルギーハーベスト型センサシステム
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2-2項で確認したセンサノード情報を、ご準備頂い
たLoRaWAN TMネットワークに登録してださい。

※登録の仕方がわからない場合は、ご使用になる
LoRaWANTMネットワークのサービス事業者へ
お問い合わせください。

LoRaWAN TMネットワークへセンサ
ノードを登録

5-1

5-2 電源動作モード設定
※屋内センサノードのみ

動作モード切替スイッチ

屋内ノードは、動作モード切替スイッチ「MODE」
を切り替えて、任意の動作モードに設定します。

BAT バックアップ電池による動作

USB USB電源による動作

EH
太陽電池とバックアップ用一次電池との
ハイブリッド駆動（基本設定）

※屋外センサノードは「EH」モード固定です

電源スイッチ
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